
新年のご挨拶 

 

令和４年１月 

在エチオピア日本国特命全権大使 

      伊藤 恭子 

 

謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

 

昨年は、日・エチオピア関係の発展に新たな足跡を残すことが出来ました。 

 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会では、世界

中の注目が東京に注がれました。エチオピアから参加したセレ

モン・バレガ選手は男子１万メートルにおいて陸上競技で最初

の金メダルを、またパラリンピックでは女子１５００メートル

Ｔ１３クラスに出場したティギスト・メンギスツ選手がエチオ

ピアにパラリンピック史上初めての金メダルを獲得しました。

在エチオピア日本大使館では、「スポーツと私」及び「日本と私」というテーマの下でオ

ンラインの写真コンテストを開催したところ、約１００点ほどの素晴らしい写真の応募が

ありました。またエチオピア代表団のためにささやかな壮行レセプションも開催させて頂

きました。 

 

６月には、エチオピアの歴史上最も民主的な総選挙が開催され、日本は国際基準に則っ

た投票箱や有権者登録用の消えないインクを寄贈し、また大使館員から選挙監視員を派遣

することにより選挙支援を行いました。 

 日本は、エチオピアにある国際平和支援訓練機関(IPSTI)の

訓練コースに対する支援を継続していますが、１２月には日本

とＵＮＤＰの支援により、平和・紛争管理に関する修士課程が

新たに開始されました。このコースはエチオピアのみならず他

の東アフリカ諸国からの平和維持要員にも役立つことになるで

しょう。 

 

 開発協力に関しては、日本の財政支援により、２月からジンマ・

チダ間の道路建設が開始されました。また右に先立つ１月には、戦

略的な道路修復の支援のためにエチオピア道路庁との間で４８０万

米ドル相当のアスファルト供与の無償資金協力に合意し署名を行い

ました。草の根人間の安全保障無償資金協力事業としては、様々な



州における学校や図書館の建設に加え、アルシ市に障害者のための職業訓練施設を、また

アディスアベバ市には若者のための職業訓練施設を提供しました。オロミア州において、

人身売買やＧＢＶの被害者のための寄宿訓練学校を引き渡したことは特に思い出深い成功

例です。 

 １０月には、非西側諸国として独自の伝統や文化を維持しつつも真に民主

主義的な先進国に成長した日本の経験を共有するべく、アディスアベバ大学

でＪＩＣＡチェア・プログラムが開始されました。第１回目の講義は教育を

扱いましたが、２０２２年には更なる講義が続く予定です。 

 

 また、エチオピアで初めての民間に対する通信ライセンスがサファリコ

ム・テレコミュニケーション・エチオピア社に付与されましたが、同社には日本の住友商

事も参加しています。同社によるエチオピアにおける通信サービスは２０２２年に開始予

定となっていますが、住友商事のコミットメントとこれまでの経験は、エチオピアにおけ

る通信サービス及びそのほかのビジネスの発展を必ずや生み出すことになるでしょう。 

 

 ３月には、食料安全保障、生計と栄養、保健、ＷＡＳＨ、環境、防災、平和構築に焦点

を当て、エチオピアで支援をもっとも必要としている人々のために１６５０万米ドルの人

道支援を様々な国際機関を通じて拠出しました。 

 新型コロナウィルスは、世界中の人々の経済社会生活と発展に影響を

与え続けています。日本は、ワクチン供与ではＣＯＶＡＸやＵＮＩＣＥ

Ｆのラスト・マイルの努力を支援するのみならず、可動型Ｘ線機器やシ

リンジ・ポンプを病院や医科大学に供与することで、エチオピアにおけ

るコロナとの闘いへの支援を行ってきました。２０２２年には更なる支

援物資の到着が予定されています。 

 

 エチオピア北部での内戦は日本にとっても深刻な懸念材料です。日本は、２月にティグ

ライ州への緊急人道支援６６０万米ドルを、また１２月にはアファール・アムハラ・ティ

グライの３州に対して１,２４０万米ドルの支援を発表し拠出した最初の国になりまし

た。日本の国会により補正予算として最近承認された１,４００万米ドルはまもなく拠出

され、エチオピア北部のみではなくその他の州でも支援を行うことになるでしょう。 

 エチオピア全土で敵対行為が停止し、非常事態宣言がまもなく解除され、必要とする

人々に人道支援が届けられ、国内の全ての人々の人権が尊重され、エチオピアの人々が真

に望む平和と安定の礎が包摂的国民対話によって築かれることを心より願っています。結

局、国の平和と安定は、外国直接投資の誘致を含む経済社会開発のために必要不可欠なも

のなのです。 

 



 今年２０２２年は、第８回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ８）がチュニジアで開催され

る予定です。これは日・アフリカ関係及び日エチオピア関係を様々な側面から強化する機

会となるでしょう。日本とエチオピアが政治・経済・文化・社会での協力や人的交流を通

じ、更なる関係強化を続けていくことを強く期待したいと思います。 

  

 皆様のご健康とご繁栄を心より祈念申し上げます。 

 


